
 

 

 

 

 

 

 

  

認証・登録番号 0001034      

（対象期間：2020年 6 月 1日～2021年 5 月 31 日） 

   

  

ＢＩＹ防災バッグ 子ども食堂へ食材配布用紙袋の提供 

   

 

作成日：2021 年 8 月 22 日 

更新日：   年 月  日 

この紙は端紙を使用しています 

マツシロ株式会社 
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□ごあいさつ 

新型コロナウィルスの発生から 1 年半が過ぎようとしています。収束に向かうどころかデルタ株という変異ウイル

スにより、新規感染者が大幅に増えてきています。ワクチン摂取により、経済活動が再開出来ることを待つばかり

です。環境面では、今年は雨による大きな災害が多発しています。年々大雨による災害が増える傾向にあります。

地球の温暖化による影響が顕著に表れているのではないかと危惧されます。我々一人ひとりそして一社づつが環境

に対する考えを強く持ち、少しでも地球環境をよくしていくため、エコアクション 21 を通じて社会に貢献し将来に

向かって前進するため活動していきたいと思います。 

2021年 9月 

 

 

代表取締役社長 松城幹夫 

 

環境経営方針 

当社は、紙袋の製造販売メーカーとして、丈夫で何度でも使用していただける、高品質の商品を製造する

ことに力を入れ約半世紀が経過しました。とは云え、残念ながら紙袋は最終的にはごみとなってしまう商品

です。そのため、当社は以前から常々環境を意識してまいりました。 

当社経営方針の中に、「環境を意識して、地域社会に信頼され、社会に貢献する会社になります」という項

目があります。この方針を追求する為、全社一丸となって積極的に、自主的に環境経営システムを構築・運

用し、保全活動を追及していきます。当社の事業活動における環境負荷の低減、地域社会および地球環境の

改善を行うために行動指針を制定します。 

 

• 行動指針 

 

1. 地球温暖化緩和のための省エネルギー 

 

2. 資源の有効利用 

 

3. 廃棄物の削減 

 

4. 有害化学物質の使用禁止 

 

5. グリーン調達並びに環境にやさしい商品生産と企画及び販売 

 

以上について、環境目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。 

 

• 環境関連規制及び当社が約束した事柄を順守します。 

 

• 環境への取り組みを環境経営レポートとして公表します。 

制定日：2005年 10月 21日 

改定日：2021年  6月 1日 

 

代表取締役社長  松城 幹夫    



 2 

 

取組の対象組織・活動 

■組織の概要 

（1）名称及び代表者名 

マツシロ株式会社 

代表取締役社長 松城 幹夫 

 

（2）所在地 

本社/工場：大阪府東大阪市角田 1丁目 10番 8号 

 

（3）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

責任者 物流管理課：山本 豪  TEL：072-962-1431 

担当者 物流管理課：山本 豪  TEL：072-962-1431 

 

（4）事業内容 

紙袋及び袋物全般の製造・企画・販売 

雑貨小物の製造・企画・販売 

主要製品：紙・ポリプロピレン完全分別紙袋、ポリプロピレンビニール被せ紙袋、 

       レジかご対応バッグ(エコマイラインバッグ)、環境対応買い物袋 等 

ホームページ：http://www.m-elitebag.co.jp 

 

（5）事業の規模 

主要製品生産量 170.4トン／年 

従業員     9名 

本社/工場延べ床面積  1,515㎡ 

 

（6）事業年度 

6月～5月 

 

■認証・登録の対象組織・活動 

登録組織名：マツシロ株式会社 

活動   ：紙袋及び袋物全般の製造・企画・販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.m-elitebag.co.jp/
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■環境経営組織図及び役割・責任・権限表（実施体制の構築） 

マツシロ株式会社 環境経営システム組織図 

更新日 2020年 2月 15日 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者(社長) ・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備 
・環境管理責任者を任命 
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
・環境目標・環境活動計画書を承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 
・環境活動レポートの承認 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認 
・環境目標・環境活動計画書を確認 
・環境活動の取組結果を代表者へ報告 
・環境活動レポートの確認 

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 
・環境目標、環境活動計画書原案の作成 
・環境活動の実績集計 
・環境関連法規等取りまとめ表の作成 
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

実施責任者 ・責任部門における環境方針の周知 
・責任部門の従業員に対する教育訓練の実施 
・責任部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 
・特定された項目の手順書作成及び運用管理 
・責任部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、試行・訓練を実施、

記録の作成 
・責任部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

朝礼など ・環境活動計画の審議 
・環境活動実績の確認・評価 

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

営
業
部 

物
流
部 

製
造
部 

環境管理責任者 
 物流管理課 山本 豪 
 
 

代表者（社長） 
松城幹夫 

環境事務局 
 物流部事務課 沼田 文子  
 
 

朝礼など 
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■主な環境負荷の実績 

本社/工場における主要な環境負荷の実績は次のとおりです。（2018年～2020年度の 3年の実績） 

年 度 

項 目 

2018年度 2019年度 2020年度 

（実績） （実績） （実績） 

二酸化炭素排出量合計 （kg-CO2） 33,408.62 27,517.08 23,771.41 

可燃廃棄物の削減 （kg/年） 2,400.00 1,435.00 1,765.00 

節水 （㎥/年） 61.00 810.00 73.00 

環境配慮製品の販売促進 （万円/年） 8,615.77 7,969.02 7,088.28 

電力の二酸化炭素排出係数(調整後) kg-CO2/kWh 0.493 0.493 0493 

※関西電力：0.493(2016年度の調整後排出係数を採用) 

 

■環境目標とその実績 

本社/工場における主要な環境負荷と環境目標及びその実績は次のとおりです。 

年 度 

項 目 

2013年度 2020年度 2021年度 2022年度 

(基準年) （目標） （実績） （目標） （目標） 

電力の省エネ(0.493kg-CO2/kWh) （kg-CO2） 32,190.44 20,923.78 17,256.97 13,288.84 13.288.84 

自動車燃料の削減 （kg-CO2） 9,815.75 6,576.55 6,514.44 6,478.39 6,478.39 

二酸化炭素排出量合計（kg-CO2） 42,006.19 27,500.33 23,771.41 19,767.23 19,767.23 

可燃廃棄物の削減 （kg/年） 2,880.00 1,440.00 1,765.00 1,440.00 1,440.00 

節水 （㎥/年） 80.00 64.00 73.00 64.00 64.00 

環境配慮製品の販売促進 （万円/年） 6,192.66 8,979.36 7,088.28 8,979.36 8,979.36 

※化学物質は使用していません 

 

 

■環境活動の取り組み計画と評価 

本社/工場 

取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

①電力の省エネ 

・エアコンを省エネタイプに更新 

・省エネ機器の導入 

・空調温度の適正化 

(冷房 28℃、暖房 20℃) 

・不要照明の消灯 

目標：20，923.78kg-CO2 

実績：17，256.97kg-CO2 

－3,666.81 kg-CO2削減 

 

 

 

（目標達成） 

昨年導入した省エネエアコンの成果

で電気使用量の削減が出来た。 

引続き体調管理に留意しつつ削減意

識を持って取り組んでいきます。 
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取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

②自動車燃料の削減 

・営業ルートの効率化 

・エリア別営業活動の見直し 

・加工所への車使用頻度の削減 

 

 

目標：6,576.55kg-CO2 

実績：6,514.44kg-CO2 

-62.11kg-CO2削減 

 

 

 

（目標達成） 

年度の後半から営業頻度があがりガソ

リン使用量は増えたが累計の目標は達

成した。 

月別目標もクリア出来るよう取り組ん

でいきます。 

(kg-CO2) ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

目　標　（月別） 673.80 669.85 623.08 615.84 711.94 569.05 361.64 355.75 434.08 524.41 554.28 482.83

今期実績（月別） 630.72 384.32 652.16 422.97 467.54 588.65 754.37 460.64 487.33 564.60 581.58 519.55

(kg-CO2) ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

目　標　（累計） 673.80 1,343.65 1,966.73 2,582.57 3,294.51 3,863.57 4,225.21 4,580.95 5,015.03 5,539.44 6,093.72 6,576.55

今期実績　（累計） 630.72 1,015.04 1,667.19 2,090.17 2,557.71 3,146.36 3,900.73 4,361.37 4,848.70 5,413.31 5,994.88 6,514.44
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取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

③可燃廃棄物の削減 

・ゴミの分別と削減 

・断裁ミスの削減 

・廃棄製品の再利用 

・端紙の使用 

・ミスコピー及びミスプリントの防止 

・スキャンによる資料保管でペーパーレ

ス化の推進を図る 

目標：1,440.00㎏ 

実績：1,765.00㎏ 

1,621kg増加 

 

（目標未達成） 

一般廃棄物増加に伴い、今期累計で

の目標は未達成、前年度の実績をも

下回る結果になりました。 

再度、取り組み計画を徹底して削減

に向けて取り組んでいきます。 
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取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

④節水 

・節水弁(バルブ)取付け 

 

 

 

 

目標：64.00㎥ 

実績：73.00㎥ 

9.00㎡増加 

（目標未達成） 

節水呼び掛けにより目標を目指したが未

達成。自動水栓を設置し節水しているが、

小便器用自動洗浄器が増加につながって

いると思われる。 

引続き節水意識をもって取り組んでいき

ます。 

(㎥) ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

目　標　（月別） 0.00 11.20 0.00 9.60 0.00 11.20 0.00 10.40 0.00 12.00 0.00 9.60

今期実績（月別） 0.00 12.00 0.00 13.00 0.00 12.00 0.00 12.00 0.00 12.00 0.00 12.00

(㎥) ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

目　標　（累計） 0.00 11.20 11.20 20.80 20.80 32.00 32.00 42.40 42.40 54.40 54.40 64.00

今期実績　（累計） 0.00 12.00 12.00 25.00 25.00 37.00 37.00 49.00 49.00 61.00 61.00 73.00
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取り組み計画 達成状況 評 価（結果と今後の方向）   

⑤環境配慮製品の販売促進 

・エコマーク取得 

・有害化学物質の使用禁止 

・再生紙の使用 

・新商品の開発（防災関連商品を含む） 

・SDGs への取り組み 

目標：8,979.36万円 

実績：7,088.28万円 

－1,891.08減額 

（目標未達成） 

コロナ禍の影響もあり営業活動をする

も売上が増加しなかった。 

再度、取り組み計画を徹底して販売促進

に向けて取り組んでいきます。 
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【紙とポリプロピレンに完全分別可能商品】 

マジックタッグ使用紙袋(エリートＤＸ、ミニＤＸ、トクダイＤＸ、アトラスＤＸ) 

 

    

 

 

 

 

 

 

【再生紙使用商品】 

古紙パルプ配合率 30％以上 

 
無地手提げバッグ(白)     無地コーティングバッグ(白) 無地ビニールカバーバッグ(白) 
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【レジかご対応バッグ】 

 

≪エコマイバッグ≫ 

 

 

 

 

 

  ≪エコマイラインバッグ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪保冷エコマイバッグ≫ 
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【レジ袋削減環境対応買い物袋】 

≪かんたんバッグ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪エコポケショッパー≫ 

 

 

 

≪エコプチバッグ≫ 

 

コンビニのお弁当が横向きに入ります 
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■環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規 適用される事項 本社/工場 

廃棄物処理法 一般廃棄物 ○ 

騒音規制法 断裁機 ○ 

容器包装リサイクル法 包装資材商品 ○ 

家電リサイクル法 テレビ･エアコン･冷蔵庫 ○廃棄無し 

フロン排出抑制法 業務用エアコン ○廃棄無し 

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。 

 

■代表者による全体の評価と見直し 

見直しに必要な情報 

管理責任者の報告及び改善への提案 

[取り組み状況の評価結果] 

①環境関連法規制等の順守状況（環境関連法規等順守記録による） 

・2021年 6月 3日に定期評価を実施した結果順守されている 

  

②問題点の是正処置及び予防処置の状況 

・2020年度『可燃廃棄物の削減』『節水』『環境配慮製品の販売促進』が目標未達成の為、目標達成

へ向けての取り組みかたを是正処置する 

  

③前回までの代表者の指示事項への対応 

・2020年度『電力の省エネ』は蛍光灯を LEDにしたこともあり目標達成した  

④基準年度の変更検討 

・基準年度の変更に伴う目標数値の変更検討の指示があったが、新型コロナウイルスの猛威が 2年目 

 に入り通常の数値が得られない為、落ち着いてから再度検討することとする 

 

＜改善への提案＞ 

・なし 

 

 

[目標・環境活動計画の達成状況] 

（詳細は環境活動計画書による） 

目標項目 目標値 

達成状況 

活動計画 

実施状況 

コメント 

（目標値に対するコメント・活動計画に対するコメント） 

電力の省エネ ○ ○ 体調管理に留意しつつ可能な限り節電に取り組む 

自動車燃料の削減 ○ ○ 計画的な効率の良い車の使用による削減 

可燃廃棄物の削減 × ○ 分別及び再利用による削減 

節水 × ○ 無駄な使用は控える 

環境配慮製品の販売促進 × ○ コロナ禍ではあるが新商品やＳＤＧs にも力を入

れる 

  

＜改善への提案＞ 

・目標達成の為の取り組み方法を考えて行動して下さい 
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[周囲の変化の状況] 

①外部コミュニケーション記録より 

・子ども食堂等の団体に食材配布用の紙袋を提供した 

  

②環境関連法規制等の動向他 

・なし 

  

＜改善への提案＞ 

・なし 

  

［代表者が自ら得た情報］ 

・なし 

 

代表者による見直し 

変更の必要性の有無・指示事項 

[環境方針] 

変更の必要性：   □有   ■無 

・変更なし 

 

[目標・活動計画] 

変更の必要性：   □有   ■無 

・変更なし 

 

[その他] 

変更の必要性：   □有   ■無 

・変更なし 

 

[総括] 

 

"全体としての評価は削減に関して少し頭打ちになってきているように感じます。節水に関して、トイレの水回

りがすべて自動化になったため、男子小便器の一定の時間で水が流れるなどコントロールが難しくなってき

ています。節電に関してはトイレの電気は自動で点くようになり、全て LEDに替えたことで節電が出来ていま

す。このためこれ以上の削減目標をどうするのか考えなくてはいけないように思います。コロナ感染により、

ペーパータオルを設置していますが、ごみの削減に対してどのようにしていくか考える必要もあります。 

商品に関してはベジタブルインキ使用商品の拡充、ビニールやハンドルなどの素材を生分解またはバイオ

マスに変更することもこれからの課題ですが、コスト面・品質面を素材メーカーとともに研究していく必要があ

ります。 

BIY防災バッグの売り上げの一部の寄付に続き、2021年 9月からエリート DXを購入いただくと 1枚 2円を

子ども食堂等の団体に寄付することにします。日本の中でも満足に食事ができない子供たちが大勢います。

その子供たちに食事を届ける一助になればとの思いを社員全員と共有したいと思います。 
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[ＳＤＧｓへの取り組み] 

 

1・貧困をなくそう 

  ＢＩＹ防災バッグを購入いただくと 1 枚につき 5 円をＦＣ大阪の「こども基金」に寄付 

これは貧困にあえぐ日本の子供たちをなくすことを目的としている 

 

11.住み続けられる街づくりを 

  都市の防災環境改善に関する目標。BIY 防災バッグは防災に必要な商品がイラストで記載されて

おり、自分でカスタマイズすることで防災意識の向上につなげることを目指している 

政府の内閣官房 「国土強靭化民間の取り組み事例集」に掲載された 

 

13.気候変動に具体的な対策を 

  地球温暖化が招く気候変動やその影響を軽減するため、電気をすべて LED に替え省エネの推進 

 

14.海の豊さを守ろう 

  プラスチックごみ削減のため、エコバッグの製造販売 

 


